
剪
湘
吟
社
史
稿
そ
の
六

明
治
四
四
年
九
月
一
日
、
宍
道
の
湖
上
に
小
舟
を
洋
か
べ
て
、
清
遊
を
楽
し

小

む
三
人
の
男
が
あ
っ
た
。
横
山
耐
雪
、
村
上
琴
屋
、
西
川
潜
斎
で
あ
る
。
詩
を

賦
し
杯
を
あ
げ
、
興
た
け
な
わ
に
な
っ
た
こ
ろ
、
耐
雪
が
一
言
い
だ
し
た
。
「
湖

水
の
風
光
は
こ
ん
な
に
す
ぱ
ら
し
い
。
(
永
坂
)
石
壊
先
生
に
ご
来
遊
を
願
っ

て
、
一
首
お
作
り
い
た
だ
き
、
石
碑
に
彫
っ
て
嫁
島
に
建
て
、
こ
の
名
勝
に
さ

ら
に
花
を
添
え
て
は
ど
ぅ
だ
ろ
う
」
他
の
二
人
も
手
を
打
っ
て
「
そ
れ
は
妙
案

だ
」
と
い
い
、
善
は
急
げ
と
舟
を
島
に
つ
け
、
建
碑
の
場
所
を
検
討
し
た
。

、し

②

碧
翁
泛
舟
抵
嫁
島
盆
右
霸
に
舟
を
泛
べ
嫁
島
に
抵
る
)
村
上

琴
屋

气
、
ノ
.
"
リ

仂
聴
松
風
入
指
弾
枋
に
聴
く
松
風
指
弾
に
入
る
を

琵
琶
声
裡
玉
珊
珊
琵
琶
の
声
裡
玉
珊
珊

棹
従
神
女
洲
辺
去
棹
は
神
女
洲
辺
よ
り
去
り

神
女
凌
波
羅
機
寒
神
女
波
を
凌
ぎ
て
羅
機
寒
し

二

こ
の
年
三
月
末
に
耐
雪
は
上
京
し
た
。
三
八
年
三
月
の
上
京
以
来
、
ま
る

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
五
号

前
半
は
松
風
の
音
を
琵
琶
に
た
と
え
、
後
半
は
魏
の
曹
植
の
「
洛
神
賦
」
を

借
り
て
、
湖
水
に
沈
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
い
に
し
え
の
美
女
が
、
茜
凹
植
に
歌
わ

れ
た
洛
水
の
女
神
の
ご
と
く
、
女
神
と
な
っ
て
出
現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

舟
を
大
^
に
漕
ぎ
も
ど
し
た
こ
ろ
、
潜
斎
が
急
病
で
帰
宅
す
る
。
彼
は
翌
年

三
月
に
没
す
る
か
ら
、
あ
る
い
は
死
病
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

か
、
そ
の
時
は
さ
し
た
る
病
い
に
も
見
え
ず
、
琴
屋
が
詩
を
作
っ
て
、
家
に
愛

妾
の
待
つ
彼
の
艷
福
を
う
ら
や
ん
だ
程
度
の
こ
と
で
、
彼
ら
は
耐
雪
の
提
案
の

も
た
ら
し
た
新
し
い
血
尖
雋
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
こ
の
日
の
清
遊
を
終
え
た
。

こ
れ
か
現
在
も
嫁
島
に
そ
び
え
る
、
石
蝶
「
碧
雲
湖
棹
歌
」
詩
碑
建
立
の
最
初

の
胎
動
で
あ
り
、
建
立
の
事
業
が
剪
湘
吟
社
に
、
お
そ
ら
く
社
員
た
ち
も
当
初

予
想
し
て
ぃ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
新
展
開
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。

入
谷

一
九
八
九
年
三
月

介

仙



剪
泓
吟
社
史
稿
そ
の
六

六
年
半
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
の
時
の
お
も
な
用
件
は
、
石
塚
に
面
会
し
て
、
先
日

の
舟
遊
び
の
中
で
出
た
、
松
江
来
遊
と
作
詩
を
請
フ
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
詳
細
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

一
一
月
二
六
日
に
は
土
居
香
国
の
仙
寿
山
房
に
招
か
れ
た
。
相
客
は
岩
渓
裳

川
の
ほ
か
四
人
で
あ
る
。
ニ
ハ
日
に
は
田
辺
碧
堂
の
一
一
替
楼
に
招
か
れ
た
。
碧

0
の
き

堂
は
二
年
前
に
柚
木
玉
村
と
と
も
に
山
陰
に
遊
ん
で
、
耐
専
歓
迎
し
て
お
り
、

そ
の
時
の
返
礼
で
あ
ろ
う
。
相
客
は
金
枝
小
蜆
、
大
沢
鉄
石
、
士
居
香
国
及
び

画
家
の
上
田
丹
崖
で
あ
っ
た
。
こ
の
貝
小
雨
降
る
夕
暮
の
五
時
か
ら
会
が
始

ま
り
、
美
酒
盛
饌
座
に
満
ち
、
丹
崖
が
席
画
を
書
き
、
主
人
の
珍
蔵
の
書
画
を

玩
賞
し
て
、
興
は
深
更
に
及
ん
だ
。
三
月
二
日
に
は
岩
渓
裳
川
の
夢
艸
書
屋

に
招
か
れ
た
。
午
後
四
時
に
耐
張
到
着
、
酒
肴
が
供
せ
ら
れ
、
夫
人
令
孃
も

座
に
出
て
興
を
助
け
、
深
夜
ご
一
時
近
く
ま
で
歡
を
尽
く
し
た
。
相
客
は
土
居

香
国
で
あ
る
。
三
度
と
も
香
国
が
同
座
し
た
の
は
、
こ
の
時
、
香
国
が
随
鵬
吟

社
の
幹
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
耐
雪
を
引
き
ま
わ
す
立
場
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
ま
と
ま
っ
た
詩
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
聯
句
で
あ
る
。

辛
亥
中
秋
界
入
都
訪
予
青
山
草
盧
繁
道
故
(
辛
亥
の
中
秋
に
界

都
に
入
り
予
を
青
山
の
草
慮
に
訪
い
歎
然
と
し
て
故
き
を
道
う
)

田
辺
碧
堂

客
自
雲
州
至
客
は
雲
州
よ
り
至
り

城
中
又
素
秋
城
中
又
素
秋

長
天
雁
飛
過
長
天
雁
飛
び
て
過
ぎ

明
月
笛
声
流
明
月
笛
声
流
る

今
夕
草
堂
酒
今
夕
草
堂
の
酒

去
年
山
沢
遊
去
年
山
沢
の
遊

入
谷
仙
介

三

吟
詩
相
対
坐
詩
を
吟
じ
て
相
い
対
坐
す
れ
ば

風
露
満
南
楼
風
露
南
楼
に
満
つ

七
一
言
絶
句
に
打
ち
こ
ん
で
、
絶
句
碧
堂
と
い
わ
れ
た
こ
の
人
の
、
珍
し
い
五

律
で
あ
る
。
第
六
旬
は
前
年
の
山
陰
の
遊
を
指
す
。

⑤

夢
艸
書
屋
聯
句
霜
塁
聯
句
一
九
首
選
一
首
)

山
陰
大
雅
俟
扶
輪
香
国
山
陰
の
大
雅
扶
輪
を
ま
つ

槐
我
生
来
才
不
純
耐
雪
槐
ず
ら
く
は
我
の
生
来
才
純
な
ら
ざ
る
を

宿
約
聯
開
鶏
黍
局
裳
川
宿
約
聯
か
開
く
鶏
黍
の
局

し

尊
前
酔
塾
白
綸
巾
香
国
尊
前
酔
い
て
塾
く
白
綸
巾

二

四
四
年
は
新
し
い
胎
動
を
は
ら
み
つ
っ
も
表
面
さ
し
た
る
こ
と
も
な
く
推
移

し
、
四
五
年
(
こ
の
年
七
日
三
0
日
改
元
大
正
と
な
る
)
前
半
も
ほ
と
ん
ど
無

事
に
す
ぎ
た
が
、
後
半
に
入
っ
て
、
に
わ
か
に
中
央
名
家
の
来
遊
か
相
い
次
い

で
、
剪
湘
吟
社
も
久
方
ぶ
り
に
活
況
を
呈
し
た
。

第
一
陣
と
な
っ
た
の
は
大
江
揚
鶴
(
一
八
四
七
1
 
一
九
二
こ
と
田
辺
松
披

⑥

(
一
八
六
二
1
 
一
九
四
四
)
で
あ
る
。
揚
鶴
は
本
名
の
卓
で
、
史
上
に
そ
の
名

を
留
め
る
。
士
佐
の
人
。
若
く
し
て
勤
王
活
動
に
身
を
投
じ
、
維
新
後
は
官
界

に
入
っ
て
神
奈
川
県
権
令
と
な
り
、
未
解
放
部
落
民
や
娼
妓
の
身
分
解
放
に
尽

カ
、
な
か
ん
ず
く
ぺ
ル
ー
国
籍
船
マ
リ
ー
ル
ー
ズ
号
に
監
禁
さ
れ
て
い
た
中

国
人
労
務
者
を
救
出
し
た
事
件
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
の
ち
に
反
政
府
的
傾
向

を
強
め
、
西
南
の
乱
に
呼
応
し
て
政
府
転
覆
を
策
し
、
事
成
ら
ず
し
て
下
獄
、

出
獄
後
は
後
藤
象
二
郎
の
大
同
団
結
に
参
画
、
ま
た
自
由
党
の
幹
部
と
な
り
、



第
一
興
鐙
挙
で
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
が
、
第
二
回
選
挙
で
落
選
後
は
経

済
界
に
転
じ
、
晩
年
は
仏
門
に
入
っ
て
天
也
と
号
し
た
。
松
江
に
来
遊
し
た
時

は
、
ま
だ
出
家
し
て
い
な
い
が
、
一
代
の
風
雲
児
も
往
年
の
霸
気
消
え
て
、

女

好
爺
の
風
貌
を
深
め
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
平
生
漢
詩
を
好
み
『
明
星
山
房

詩
抄
』
一
巻
が
あ
る
。
松
披
は
本
名
新
之
介
、
肥
前
唐
津
の
人
。
東
京
開
成
中

学
校
長
等
の
職
に
つ
い
た
。
折
旦
子
者
田
辺
元
の
父
。

)L

二
人
の
来
遊
を
訪
じ
、
戡
待
を
依
頼
す
る
松
原
瑜
洲
(
一
八
五
三
1
 
一
九
一

六
)
の
手
紙
を
耐
雪
が
目
に
し
た
の
は
七
月
三
日
で
あ
っ
た
。
期
日
は
一
三

日
で
明
日
の
こ
と
で
あ
る
。
仁
多
郡
に
十
数
日
出
張
し
て
帰
宅
し
た
当
日
で
あ

つ
た
か
ら
、
耐
^
ヨ
は
大
い
に
あ
わ
て
た
。
し
か
し
、
他
な
ら
ぬ
瑜
洲
の
依
頼
で

も
あ
り
、
昨
秋
上
京
し
た
お
り
に
、
瑜
訓
邸
宅
郵
尋
壮
で
、
揚
鶴
に
も
会
っ

て
い
た
。
瑜
洲
、
名
は
新
之
助
、
松
江
藩
士
の
子
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
貿
字
し

て
水
産
学
を
学
び
、
大
学
助
教
授
、
農
商
務
省
技
師
、
第
一
高
等
穫
教
授
、

水
産
講
習
所
長
と
な
っ
た
。
明
治
政
府
を
支
え
た
技
術
エ
リ
ー
ト
の
一
人
で
あ

る
。
不
昧
流
の
茶
道
を
よ
く
し
、
漢
詩
を
好
ん
で
随
鴎
吟
社
に
名
を
列
す
る
な

ど
、
風
流
の
道
に
も
暗
か
ら
ず
、
在
京
島
根
人
中
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。

時
に
剪
泓
吟
社
の
初
期
社
員
の
多
く
は
没
す
る
か
、
あ
る
い
は
他
郷
に
赴
任

し
て
、
耐
雪
を
中
心
と
し
た
松
江
付
近
の
医
師
た
ち
が
、
わ
ず
か
に
孤
塁
を
守

る
^
態
に
あ
っ
た
か
ら
、
耐
^
ヨ
は
翌
一
三
目
に
松
江
に
出
て
、
ま
ず
皆
美
館
に

投
宿
し
て
い
た
揚
鶴
を
訪
ね
、
す
ぐ
岡
崎
鶴
渚
の
環
翠
園
に
案
内
し
た
。
鶴
渚

は
運
兵
衛
(
一
八
五
0
1
 
一
九
一
九
)
、
松
江
の
実
業
家
、
政
治
家
、
環
翠
園

は
^
町
の
今
の
島
根
県
農
^
△
五
朗
の
地
に
在
り
、
み
ず
か
ら
設
計
指
揮
し
、
野ノ

ー

時
市
内
の
名
園
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。
岡
崎
は
揚
鶴
と
同
じ
第
一
回
帝
国
議
会

議
員
で
相
識
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
長
居
せ
ず
、
当
時
は
市
外
菅
田
村
で
あ
っ

三

た
有
沢
山
荘
(
菅
田
庵
)
を
訪
ね
た
。
宗
匠
有
沢
宗
滴
門
下
の
西
尾
松
太
郎
の

案
内
を
受
け
て
一
椀
の
玉
茗
に
枯
腸
を
湿
し
、
宿
に
帰
っ
て
午
後
は
舟
遊
び
と

な
っ
た
。
嫁
島
に
舟
を
つ
け
て
、
島
名
の
詮
議
に
な
っ
た
。
か
っ
て
森
槐
南

は
名
が
雅
で
な
い
と
い
う
の
で
、
新
婦
磯
と
改
め
た
が
、
揚
鶴
は
磯
よ
り
洲
の

方
が
よ
い
と
い
い
、
耐
雪
た
ち
も
賛
成
、
こ
こ
で
三
首
の
聯
句
を
作
っ
た
。

、L

剛

み

松
江
撫
景
遠
遊
躯
揚
鶴
松
江
に
景
を
撫
す
遠
遊
の
躯

万
頃
烟
波
一
棹
孤
松
城
万
頃
の
烟
波
一
棹
孤
な
り

我
亦
杏
然
乗
興
去
耐
雪
我
亦
杏
然
と
し
て
興
に
乗
じ
て
去
り

す
ず
き

長
竿
欲
釣
季
鷹
鱸
揚
鶴
長
竿
釣
ら
ん
と
欲
す
季
鷹
の
鱸

結
句
は
西
晋
の
張
翰
の
故
事
、
季
鷹
は
そ
の
字
、
都
の
洛
陽
に
出
仕
し
た
が
、

秋
風
と
と
も
に
、
郷
里
江
南
の
、
ま
こ
も
、
じ
ゅ
ん
さ
い
、
鱸
魚
の
味
の
恋
し

さ
に
耐
え
か
ね
て
辞
職
し
て
帰
郷
し
た
。
松
江
が
鱸
魚
の
名
産
地
で
あ
る
の
に

利
か
せ
る
。

舟
は
天
神
川
に
入
り
、
伊
勢
宮
を
迂
回
し
て
西
に
向
か
い
、
松
崎
水
亭
に
つ

け
た
。
す
で
に
田
代
活
処
、
井
上
井
蛙
、
中
島
秋
圃
の
三
人
が
先
着
し
て
宴
席

を
用
意
し
て
い
た
。
す
ぐ
に
酒
が
始
ま
り
、
聯
句
を
ま
わ
し
、
分
韻
し
て
詩
を

作
り
、
座
は
夜
深
け
ま
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
松
子
と
い
う
妓
が
、
南
画
家
の
も
と

に
奉
公
し
て
い
て
、
文
墨
の
席
の
扱
い
に
な
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
や
っ
て
き

て
、
扇
を
出
し
て
揚
鶴
に
揮
毫
を
求
め
、
揚
鶴
が
南
画
家
と
の
色
模
様
を
あ
て

こ
す
る
詩
を
書
き
、
松
披
が
そ
れ
に
注
を
つ
け
た
の
で
、
松
子
が
は
ず
か
し
が

つ
て
扇
論
を
隠
す
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。

⑧

松
崎
水
亭
雅
集
席
上
分
駒
得
真
(
松
崎
水
亭
の
雅
集
、
席
上
分
韻
し

て
真
を
得
た
り
)
大
江
揚
鶴

二
百
三
十
里
二
百
三
十
里

一
九
八
九
年
三
月

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
五
号



剪
湘
吟
社
史
稿
そ
の
六

一
路
奔
懇
輪
一
路
怨
輪
を
奔
ら
す

朝
起
出
西
洛
朝
に
起
き
て
西
洛
を
出
で

暮
到
松
江
津
暮
に
到
る
松
江
の
津

且
疑
坤
軸
縮
且
つ
疑
う
坤
軸
縮
み
し
か
と

呉
越
如
比
鄰
呉
越
比
鄰
の
如
し

碧
雲
湖
上
酒
碧
雲
湖
上
の
酒

一
夜
鴎
侶
親
一
夜
鴫
侶
の
親

此
時
雨
初
繋
此
の
時
雨
初
め
て
霧
れ

1
 
鳥
し
と
く

景
色
須
戻
新
景
色
須
爽
に
新
な
り

颯
颯
涼
風
起
颯
颯
と
し
て
涼
風
起
こ
り

天
地
無
炎
塵
天
地
炎
塵
無
し

尊
香
上
筋
滑
尊
香
し
く
筋
に
上
り
て
滑
か
に

鱸
魚
割
細
鱗
鱸
魚
細
鱗
を
割
く

筆
走
龍
蛇
躍
筆
走
り
て
龍
蛇
躍
り

詩
成
金
玉
振
詩
成
り
て
金
玉
振
う

落
落
気
蓋
世
落
落
と
し
て
気
世
を
蓋
い

一
最
驚
傍
人
一
最
傍
人
を
驚
か
す

重
会
何
日
是
重
会
何
の
日
か
是
な
る
や

花
月
墨
江
春
花
月
墨
江
の
春

⑨

松
崎
水
亭
觴
揚
鶴
松
壊
需
宗
分
韻
(
松
崎
水
亭
に
揚
鶴
松
披
爵
宗

に
觴
す
、
分
韻
)
田
代
活
処

頻
花
香
裡
木
蘭
艦
頻
花
の
香
裡
木
蘭
の
艦

張
尚
残
紅
半
江
返
照
尚
お
残
す
紅
半
江

神
女
洲
辺
烟
忽
合
神
女
の
洲
辺
烟
忽
ち
合
し

入
谷
仙
介

説

遠
山
如
夢
落
吟
窓
遠
山
夢
の
如
く
吟
窓
に
落
っ

翌
一
四
日
は
宍
道
、
杵
築
に
遊
ん
だ
。
耐
雪
は
二
賓
と
と
も
に
松
江
に
泊
り
、

こ
の
日
も
一
日
を
案
内
に
費
し
た
。
い
か
に
農
村
の
開
業
医
と
は
い
ぇ
、
家
業

を
二
日
も
休
ん
で
奔
走
し
て
い
る
の
は
よ
く
勤
め
た
も
の
で
あ
る
。
汽
車
を
宍

と
ち
わ
人

道
で
降
り
、
亡
友
木
幡
黄
雨
の
十
千
年
荘
を
訪
れ
た
。
今
の
木
幡
山
荘
で
、
黄

雨
以
前
か
ら
独
楽
禽
と
称
し
て
別
荘
と
し
て
い
た
が
、
黄
雨
が
改
築
し
、
全
国

の
古
社
寺
か
ら
ゆ
い
し
ょ
あ
る
財
物
を
集
め
、
そ
の
年
数
か
合
計
一
万
年
に
達

し
た
の
で
十
千
年
荘
と
名
づ
け
た
。
た
だ
し
、
当
時
の
建
物
は
昭
和
初
年
に
豪

雪
で
倒
壊
、
現
在
の
建
物
は
昭
和
三
六
年
の
再
建
に
か
か
る
と
い
う
。
黄
雨
の

生
前
に
こ
の
荘
の
題
詠
を
を
広
く
天
下
に
求
め
、
松
披
が
こ
れ
に
応
じ
て
一
四

首
を
も
の
し
た
が
、
浄
書
に
及
ぱ
ぬ
う
ち
に
黄
雨
が
没
し
た
。
剪
泓
吟
社
の
詩

会
に
用
い
た
こ
と
も
あ
る
。

0

遊
木
幡
氏
山
荘
独
楽
穹
(
木
幡
氏
の
山
荘
独
楽
寓
に
遊
ぶ
)
田
辺
松

城

蟻
展
跨
苔
苔
磴
危
蝋
展
苔
を
踊
め
ぱ
苔
磴
危
く

山
禽
驚
起
一
声
移
山
禽
驚
起
し
て
一
声
移
る

林
間
泉
石
宜
錯
夏
林
間
の
泉
石
鋪
夏
に
宜
し
く

池
上
亭
台
最
可
詩
池
上
の
亭
台
最
も
詩
に
可
し

前
主
風
流
余
駒
在
前
主
の
風
流
余
駒
在
り

い
:
゛

名
家
翰
墨
古
香
吹
名
家
の
翰
墨
古
香
吹
く

当
年
題
咏
我
事
負
当
年
の
題
咏
我
事
負
せ
り

し
ぱ

対
景
且
傾
荷
葉
雇
景
に
対
し
且
ら
く
傾
く
荷
葉
の
厄

午
後
は
大
社
に
詣
で
た
。
途
中
、
出
雲
平
野
の
田
園
が
続
く
ぱ
か
り
で
、

く
べ
き
歴
史
も
、
見
る
べ
き
名
山
も
な
い
。
し
か
し
揚
鶴
は
築
地
松
を
め
ぐ
ら

四



し
た
出
雲
平
野
特
有
の
散
村
風
景
に
関
心
を
寄
せ
、
他
国
で
は
見
ら
れ
ぬ
と
珍

し
が
っ
た
。
大
社
で
は
揚
鶴
が
詳
ら
か
に
歴
史
を
説
き
、
ま
た
建
築
を
語
っ
て

世
界
の
各
地
と
日
本
と
の
比
較
に
及
び
、
博
識
な
所
を
見
せ
た
。
タ
刻
に
及
ん

で
杵
築
を
発
し
、
日
登
へ
帰
る
耐
雪
は
宍
道
で
下
車
し
、
旅
を
続
け
る
二
人
と

別
れ
た
。

⑪

宍
道
駅
叙
胤
句
(
宍
道
駅
に
別
を
叙
ぶ
聯
句
)

東
道
多
君
為
主
人
揚
鶴
東
道
君
が
主
人
為
る
を
多
と
す

同
游
両
日
見
情
真
松
披
同
游
両
日
情
の
真
な
る
を
見
る

碧
篇
上
又
分
手
耐
雪
碧
雲
の
湖
上
又
手
を
分
か
ち

明
旦
参
商
相
憶
身
揚
鶴
明
旦
参
商
相
い
憶
う
身
な
ら
ん

一
九
八
九
年
三
月

二
週
問
の
後
、
七
月
二
八
日
に
は
勝
島
仙
壊
と
大
沢
鉄
石
と
が
来
遊
し
た
。

仙
城
(
一
八
五
八
1
 
一
九
三
一
)
、
名
は
仙
之
助
、
備
後
三
原
の
人
。
東
京
帝

国
大
学
医
学
部
教
授
、
獣
医
学
博
士
、
中
央
獣
医
会
長
。
日
本
獣
医
学
界
の
巨

頭
で
あ
っ
た
。
『
静
園
詩
紗
』
一
四
巻
が
あ
る
。
鉄
石
(
一
八
六
四
1
 
一
九
二

四
)
、
名
は
真
吉
、
弁
護
士
で
あ
っ
た
の
で
、
詩
界
で
は
鉄
石
法
家
と
呼
ば
れ

た
。
『
鉄
石
詩
紗
』
二
巻
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
当
時
の
中
央
詩
壇
を
支
え
る
ア

マ
チ
ユ
ア
詩
人
の
右
力
者
で
あ
る
。
昨
秋
、
耐
雪
が
上
京
し
た
お
り
に
、
、
永
坂

石
壊
の
祭
詩
晶
で
鉄
石
に
会
い
、
山
陰
の
遊
を
す
す
め
た
。
四
月
に
鉄
石
は
九

州
に
遊
び
、
山
陰
に
ま
わ
る
予
定
を
立
て
た
が
、
風
浪
の
た
め
に
舟
が
出
、
ず
、

中
止
し
た
。
当
時
、
出
雲
今
市
(
現
出
雲
市
)
以
西
の
山
陰
線
は
工
事
が
始
ま

つ
た
ぱ
か
り
で
、
九
州
山
陰
間
の
連
絡
は
汽
船
に
よ
っ
て
い
た
。

四

七
月
、
鉄
石
は
再
び
九
州
に
遊
び
、
公
務
で
各
地
を
巡
回
し
て
い
た
仙
城
と

別
府
で
た
ま
た
ま
出
会
っ
て
、
旅
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
宇
佐
神
宮
、

耶
馬
渓
を
め
ぐ
り
、
門
司
か
ら
汽
船
^
球
丸
に
乗
っ
て
、
杵
築
^
大
社
^
^
に

上
陸
、
大
社
に
参
詣
し
た
の
ち
、
松
江
の
皆
美
館
に
投
宿
し
た
。

七
月
二
八
日
、
耐
雪
は
旅
館
に
二
人
を
訪
問
し
た
。
席
上
ま
ず
話
題
に
し
た

の
は
森
槐
南
の
出
雲
来
遊
の
追
憶
で
あ
る
。
指
折
り
数
え
る
と
足
掛
け
十
年
に

な
る
が
、
一
代
の
大
家
の
来
遊
で
あ
る
と
と
も
に
、
剪
湘
吟
社
創
立
の
初
め
を

飾
る
盛
事
で
あ
っ
た
。
耐
雪
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
ら
れ
ぬ
器
で
あ
る
。
し
か

も
そ
の
人
は
伊
藤
博
文
の
ハ
ル
ビ
ン
駅
頭
の
奇
禍
に
巻
き
こ
ま
れ
て
、
今
は
亡

、ノ

客
の
二
人
に
と
っ
て
も
か
っ
て
籍
一
の
頭
領
と
仰
い
で
、
浅
か
ら
ぬ
え
に

、
0

しし
を
結
び
、
こ
と
に
鉄
石
は
、
槐
南
の
杜
詩
講
義
の
出
版
に
関
係
し
た
こ
と
さ

え
あ
る
。
二
人
は
追
悼
の
心
で
、
槐
南
の
遺
作
に
次
韻
し
た
詩
を
そ
れ
ぞ
れ
作

つ
た

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
五
号

五

⑫

同
仙
披
博
士
坐
琉
球
丸
赴
希
用
槐
南
先
生
赴
雲
州
需
各
賦
寄
懐

W

上
一
も

耐
雪
詞
宗
(
仙
壊
博
士
と
同
に
琉
球
丸
に
坐
し
て
希
に
赴
く
、
槐

南
先
生
の
「
雲
州
に
赴
く
L
 
詩
の
韻
を
用
い
、
各
お
の
賦
し
て
懐
い

を
界
詞
宗
に
寄
す
)
大
沢
鉄
石

浩
浩
雄
風
帆
影
軽
浩
浩
た
る
雄
風
帆
影
軽
く

臆
中
把
酒
話
詩
程
船
中
酒
を
把
り
て
詩
程
を
話
す

長
空
大
月
與
潮
湧
長
空
大
月
潮
と
と
も
に
湧
き

二
業
肩
舟
破
浪
行
二
巣
の
肩
舟
浪
を
破
り
て
行
く

鷺
約
鴫
盟
嵯
短
夢
鷺
約
鴎
盟
短
夢
を
哮
し

雪
泥
鴻
爪
記
浮
生
雪
泥
鴻
爪
浮
生
を
記
す

清
光
千
里
碧
湖
上
清
光
千
里
碧
湖
の
上



前
泓
吟
社
史
稿
そ
の
六

曽
照
主
賓
尤
有
情
曽
て
主
賓
を
照
し
て
尤
に
情
有
り

結
句
は
耐
雪
が
槐
南
を
迎
え
た
こ
と
を
指
す
。
後
は
例
に
よ
っ
て
舟
遊
び
と

な
り
、
田
代
活
処
が
別
の
舟
で
同
行
し
た
。
活
処
は
苧
町
で
開
業
し
て
お
り
、

煙
波
宅
と
称
し
て
家
は
湖
に
臨
み
、
自
宅
に
舟
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
も
自
家
の

舟
を
漕
ぎ
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
活
処
が
風
景
を
さ
し
示
し
つ
っ
、
大
山
、
三

瓶
、
洗
合
山
、
新
(
真
)
山
と
一
々
事
こ
ま
か
に
説
明
し
た
。
嫁
島
か
ら
天
倫

寺
に
ま
わ
る
こ
ろ
、
日
は
よ
う
や
く
暮
れ
、
月
が
き
に
わ
か
に
隠
れ
て
、
た

そ
か
れ
の
湖
面
盆
の
声
が
ひ
び
き
、
仙
披
は
「
湖
水
の
景
は
こ
こ
に
極
ま
る
」

と
嘆
賞
し
た
。
舟
中
で
聯
句
を
付
け
た
の
も
例
の
ご
く
と
で
あ
る
。

卿

碧
霸
舟
中
聯
句
(
碧
篇
舟
中
聯
句
三
十
首
選
一
首
)

蘆
葉
蕭
蕭
水
一
助
仙
披
蘆
葉
蕭
蕭

水
一
助

漁
荘
灯
火
隔
松
梢
耐
雪
漁
荘
の
灯
火
松
梢
を
隔
っ

不
知
商
女
興
亡
恨
鉄
石
知
ら
、
ず
商
女
興
亡
の
恨

悟
後
司
勲
酒
霊
掘
仙
披
悟
後
司
勲
酒
謡
を
拠
っ

後
半
は
杜
牧
の
「
秦
淮
に
泊
す
」
及
び
「
追
懐
L
 
の
詩
を
用
い
る
。
司
勲
は

杜
牧
の
官
名
、
司
動
省
貝
外
郎
と
な
っ
た
の
で
こ
う
い
う
。

引
返
し
て
松
崎
水
亭
ま
で
来
る
と
、
井
上
井
蛙
が
湖
畔
に
待
ち
受
け
て
出
迎

え
、
水
亭
の
楼
上
で
酒
宴
と
な
っ
た
。

"

松
崎
水
亭
觴
仙
披
鉄
石
両
詞
宗
次
韻
(
松
崎
水
亭
に
仙
城
鉄
石
両
詞
宗

に
觴
す
詣
)
横
山
界

来
自
九
州
行
李
軽
来
る
は
九
州
よ
り
し
て
行
李
軽
く

山
陰
百
里
入
回
程
山
陰
百
里
回
程
に
入
る

詩
於
碧
玉
壺
中
得
詩
は
碧
玉
壺
中
よ
り
得

夢
在
水
晶
宮
裡
行
夢
は
水
晶
宮
裡
に
行
く

入
谷
仙
介

ニ
ー
一

六

古
廟
深
山
鈴
語
響
古
廟
深
山
鈴
語
響
き

平
湖
半
夜
月
輪
生
平
湖
半
夜
月
輪
生
ず

剪
泓
置
酒
醒
還
酔
湘
を
剪
り
酒
を
置
き
醒
め
還
た
酔
う

、
カ

其
奈
忽
忽
逢
別
情
其
れ
忽
忽
逢
別
の
情
を
奈
ん
せ
ん

⑯

対
仙
閣
酒
問
聯
句
(
対
仙
閣
酒
問
聯
句
五
首
選
晋
)

江
水
連
天
月
近
人
活
処
江
水
天
に
連
な
り
月
人
に
近
く

一
楼
夜
色
浄
無
塵
井
蛙

一
楼
の
夜
色
浄
塵
無
し

画
難
描
処
詩
能
写
仙
披
画
の
描
き
難
き
処
詩
は
能
く
写
し

下
筆
吟
朋
如
有
神
鉄
石
筆
を
下
せ
ぱ
吟
朋
神
有
る
が
如
し

鉄
石
は
翌
日
、
仙
玻
と
別
れ
て
帰
途
に
上
り
、
仙
城
は
更
に
旅
を
続
け
る
は

ず
で
あ
っ
た
か
、
Ξ
0
日
に
、
に
わ
か
に
帰
京
し
た
。
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な

い
か
、
こ
の
日
、
か
ね
て
危
篤
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
明
治
天
皇
が
崩
じ
、
皇
太

子
嘉
仁
親
王
が
継
承
、
年
号
が
大
正
と
改
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

新
天
皇
は
皇
太
子
の
時
、
明
治
四
0
年
五
月
に
山
陰
に
行
啓
し
て
い
る
。
明

治
天
皇
は
即
位
以
来
、
国
民
を
直
接
に
掌
握
す
る
近
代
天
皇
制
樹
立
の
た
め
、

精
力
的
に
全
国
巡
幸
を
行
っ
た
が
、
山
陰
に
は
ま
だ
及
ぱ
な
か
っ
た
。
明
治
後

期
、
天
皇
権
力
が
地
方
に
浸
透
す
る
に
つ
れ
、
山
陰
の
人
人
は
こ
の
こ
と
を
遺

憾
と
し
て
、
巡
幸
要
請
の
運
動
を
行
っ
た
が
、
日
露
戦
後
、
天
皇
の
健
康
が
衰

え
、
長
期
の
巡
幸
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
白
主
太
子
が
代
理
と
し
て
来
た
も
の

で
あ
る
。
剪
湘
吟
社
員
は
、
地
方
の
有
力
者
が
多
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
行
啓
に

は
、
か
な
り
関
与
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
本
幡
黄
雨
は
自
宅
に
皇
太

子
を
迎
え
、
接
待
に
精
魂
を
傾
け
た
の
が
、
早
逝
の
遠
因
に
な
っ
た
と
伝
え
ら

れ
、
西
川
潜
斎
は
医
師
と
し
て
救
護
班
に
入
っ
た
。
耐
雪
が
ど
の
よ
う
に
関
与

し
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
泉
太
子
巡
山
陰
系
合
圭
太
子
山
陰
を
巡
る
、



恭
し
み
て
賦
す
)
」
七
絶
四
首
を
残
す
。

勝
島
仙
披
は
一
た
ん
帰
京
の
の
ち
、
八
月
に
入
っ
て
公
務
旅
行
を
再
開
、
鳥

取
県
下
を
経
て
、
八
月
三
日
に
大
原
郡
に
入
り
、
大
東
の
水
長
楼
に
二
日
問

岬

滞
在
し
た
。
こ
の
度
も
仙
披
は
松
江
を
通
過
臨
水
亭
に
滞
在
し
て
ぃ
る
か
、

耐
雪
は
松
江
へ
は
行
か
ず
、
大
東
の
宿
を
訪
ね
た
。
仙
城
は
こ
れ
ま
で
の
旅
で

作
っ
た
詩
を
さ
っ
そ
く
兒
せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
日
は
畜
産
家
か
入
れ
代
り
立

ち
代
り
訪
ね
て
き
て
、
お
ち
お
ち
話
し
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
翌
日
の
再
訪

を
約
し
て
、
早
早
に
辞
去
し
た
。

ニ
ニ
日
は
あ
い
に
く
の
に
わ
か
雨
が
盆
を
く
つ
が
え
す
よ
う
に
降
り
し
き
り

山
を
ゆ
る
が
す
雷
鳴
の
中
を
家
を
出
て
、
水
長
楼
に
達
し
た
こ
ろ
に
、
幸
い
雨

は
止
ん
だ
。
仙
披
は
耐
雪
を
座
に
迎
え
て
、
そ
の
場
で
一
首
詠
ん
だ
。

卿

八
月
二
十
二
日
大
東
水
長
楼
耐
雪
来
訪
有
詩
見
脈
次
韻
(
八
月
二
十
二

日
、
大
東
の
水
長
楼
に
耐
雪
来
訪
し
て
詩
右
り
、
貯
さ
れ
て
次
韻
す
)

勝
島
仙
城

山
翆
吹
烟
畿
峩
克
山
翆
烟
を
吹
き
て
畿
と
し
て
峩
克

数
声
解
靈
片
雲
開
数
声
の
解
塵
片
雲
を
開
く

清
新
堪
愛
詩
天
地
清
新
愛
す
る
に
堪
う
詩
天
地

一
掃
湿
蒸
今
雨
来
妥
荏
一
掃
し
て
今
雨
来
た
る

タ
刻
、
畜
産
家
速
水
氏
に
招
か
れ
て
、
酒
泉
楼
へ
飲
み
に
い
っ
た
。
こ
こ
は

四
二
年
に
田
辺
碧
堂
と
柚
木
玉
村
が
来
た
時
に
飲
ん
だ
所
で
あ
る
。
仙
披
は
諧

誌
の
詩
を
作
っ
て
座
興
に
供
し
た
。
潮
時
を
見
て
こ
こ
は
引
き
あ
げ
、
水
長
楼

五

に
も
ど
っ
て
、
速
水
氏
の
持
た
せ
た
鮎
と
、
木
暮
氏
か
ら
到
来
の
冷
麦
と
で
、

ま
た
飲
み
直
し
た
。
仙
城
は
欧
米
旅
行
の
話
を
し
、
ジ
ユ
ネ
ー
ブ
の
風
旦
昂
の
美

を
説
い
て
、
外
国
を
知
ら
な
い
耐
^
ヨ
を
感
心
さ
せ
た
。
席
に
呼
ん
だ
菊
寿
と
い

う
妓
は
、
歌
も
三
絃
も
や
ら
ず
、
黙
り
こ
く
つ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
仙
披
が
詩

を
立
て
続
け
に
作
っ
て
芸
を
催
促
し
た
が
、
も
じ
も
じ
す
る
ぱ
か
り
、
耐
専

彼
女
の
代
り
に
い
い
わ
け
の
詩
を
作
っ
て
や
っ
た
。

翌
朝
、
飯
石
郡
に
向
か
う
仙
城
と
日
登
に
帰
る
耐
雪
と
は
、
木
次
の
里
熊
橋

で
別
れ
た
。
こ
こ
で
も
仙
城
の
勇
あ
っ
た
。
こ
の
日
一
日
で
飯
石
仁
多
両

郡
を
ま
わ
り
、
二
五
日
、
木
次
に
帰
っ
て
臨
水
閣
に
投
宿
し
た
。
簸
伊
川
の
岸

に
あ
り
、
新
築
の
こ
ざ
っ
ぱ
り
し
た
宿
で
あ
っ
た
。
耐
雪
は
こ
の
日
も
宿
に
仙

城
を
訪
ね
た
。
仙
披
の
詩
道
楽
は
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
旅
行
中
、
詩
甕

を
出
し
て
宝
白
い
て
も
ら
お
う
と
す
る
者
が
引
き
も
き
ら
、
ず
、
さ
す
が
に
う
ん
ざ

り
し
て
い
た
。
こ
の
日
は
鳥
取
島
根
二
県
の
予
定
を
消
化
し
、
明
日
兵
庫
県
に

向
か
う
と
い
う
の
で
、
慰
労
会
の
よ
う
に
な
っ
た
。
耐
雪
は
酒
量
は
あ
ま
り
多

く
な
か
っ
た
が
、
^
談
に
巧
み
で
酒
席
を
成
^
り
あ
げ
る
の
に
妙
を
得
て
ぃ
た
と

い
わ
れ
る
。
こ
の
日
も
詩
と
試
需
か
は
ず
ん
だ
。

四

木
堤
聯
句
(
木
堤
聯
句
八
首
選
首
)

新
涼
如
水
入
郊
壗
仙
披
新
涼
水
の
如
く
郊
城
に
入
り

灯
火
風
檐
宜
読
書
耐
雪
灯
火
風
檐
読
書
に
宜
し

好
越
辛
勤
退
之
迹
仙
壊
好
し
辛
勤
退
之
の
迹
を
趙
い

斐
江
水
上
結
新
居
耐
雪
斐
江
の
水
上
新
居
を
結
ぱ
ん

耐
雪
が
仙
披
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
三
八
年
上
京
し
て
、
星
岡
の
探
聯
文

社
の
詩
会
に
出
席
し
た
時
で
、
昨
年
上
京
し
た
時
は
、
仙
城
は
欧
米
視
察
旅
行

の
た
め
に
会
え
な
か
っ
た
か
ら
、
七
年
ぶ
り
で
あ
る
。
明
日
仙
城
が
去
れ
ば
、

七

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
五
号

一
九
八
九
年
三
月



剪
謬
社
史
稿

そ
の
六

再
会
は
計
り
知
り
か
た
い
。
時
に
旧
暦
七
月
一
五
日
に
当
り
、
明
月
は
空
に
輝

い
て
い
る
。
杯
の
ほ
ど
よ
く
ま
わ
っ
た
所
で
、
河
畔
の
堤
上
に
出
、
月
を
賞
で

な
が
ら
散
朱
ノ
し
た
が
、
明
日
の
別
れ
を
思
う
と
、
い
つ
か
一
言
葉
は
し
め
や
か
に

、し

な
つ
た
。

部

木
堤
臨
水
閣
送
仙
城
博
士
還
東
京
(
木
堤
の
臨
水
閣
に
仙
城
博
士
の
東

京
に
還
る
を
送
る
)
横
山
耐
雪

じ
ー

涼
露
一
簾
秋
色
匂
涼
露
一
簾
秋
色
匂
い

中
元
節
底
饅
離
人
中
元
の
節
底
離
人
を
饌
す

飽
看
雲
国
嵐
光
翆
飽
く
ま
で
看
る
雲
国
の
嵐
光
の
翆
な
る
を

去
賞
丹
陵
酒
味
醇
去
り
て
賞
す
丹
陵
の
酒
味
の
醇
な
る
を

灯
火
禅
房
孤
磐
歌
灯
火
の
禅
房
孤
磐
歌
み

草
花
池
館
乱
盤
新
草
花
の
池
館
乱
蚕
新
な
り

他
時
相
遇
定
何
処
他
時
相
い
遇
う
は
定
め
て
何
処
な
ら
ん

日
下
題
襟
簸
水
濱
日
下
襟
に
題
す
簸
水
の
濱

入
谷
仙
介

1 侶
同
上
。
剪
湘
集
巻
二
に
も
収
め
る
。
字
句
の
異
同
は
無
い
。

四
剪
湘
集
巻
一
。

⑪

随
鵬
集
第
九
五
編
。

⑪

同
上
。
剪
潮
集
巻
二
に
も
収
め
る
。
随
鵬
集
に
は
題
は
無
く
、
剪
湘
集
に
よ
っ
た
。
字

句
の
異
同
は
無
い
。

⑫

随
鴫
集
第
九
四
編
。
耐
雪
送
稿
。
仙
披
ら
の
来
遊
は
揚
鶴
ら
よ
り
後
で
あ
っ
た
が
、
随

鵬
集
へ
の
掲
載
は
先
に
な
っ
て
い
る
。

⑬

同
上
。
剪
鸞
文
第
一
六
編
。
剪
滋
集
巻
二
に
も
収
め
る
。
字
句
の
異
同
は
無
い
。
槐

南
の
原
詩
は
「
発
卯
三
月
涯
出
雲
玉
池
置
酒
見
饅
即
賦
此
志
別
」

⑭
同
上
。
剪
潅
集
巻
二
に
も
収
め
る
。
字
句
の
異
同
は
無
い
。

1⑮

随
鴫
集
第
九
五
編
。
剪
湘
集
巻
二
に
も
収
め
る
。
題
は
剪
灘
集
に
従
っ
た
。
原
題
は

「
松
崎
水
亭
觴
勝
島
仙
城
大
沢
鉄
石
両
詞
宗
次
見
脈
詩
韻
L
 
他
に
字
句
の
異
同
は
無
い
。

鱒

随
幽
集
第
九
四
編
。
対
仙
閣
は
松
崎
水
亭
の
雅
称
。

⑰
随
鴫
集
第
九
七
編
。
耐
雪
送
稿
。
記
事
で
は
仙
壊
の
宿
を
長
春
楼
と
す
る
が
、
次
の
詩

の
題
に
よ
り
、
水
長
楼
と
す
る
。

剪
泓
詩
文
第
一
六
編
、
剪
舩
集
巻
二
に
も
収
め
る
。
剪
潮
集
に
は
蒸
を
雲
に
作
る
。

随
鴫
集
第
九
七
編
。

剪
湘
集
巻
二
。

注
小
横
山
耐
雪
「
詩
碑
の
由
悉
掲
載
紙
未
詳
。

②
剪
湘
集
巻
二
。

B
 
随
鴫
集
第
八
六
編
。

④
剪
湘
詩
文
第
一
六
編
。

侶
随
鵬
集
第
八
六
編
。
剪
湘
詩
文
第
一
六
編
。
随
鴫
集
に
は
題
は
無
く
、
剪
湘
詩
文
に
よ

つ
た
。
詩
句
の
異
同
は
無
い
。

恰
随
鵬
集
第
九
五
編
。
耐
雪
送
稿
。

作
同
上
。
剪
湘
集
巻
二
に
も
収
め
「
抵
嫁
嶋
舟
中
(
嫁
嶋
に
抵
る
舟
中
)
L
と
注
し
、
我
亦

を
同
是
に
作
る
。

伽) (19){18}

八




